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佐用町長
　　　庵 逧　典 章

謹  賀  　 新  年                       
だ
れ
も
が
生
き
る
喜
び
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　
　
　

              

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

佐
用
町
も
合
併
し
て
は
や
４

度
目
の
お
正
月
を
迎
え
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
も
着
実
に
進
ん

で
い
ま
す
こ
と
、
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
尽
力
の
た
ま
も
の

と
、
こ
こ
ろ
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
後
の
最
大
の
課

題
で
あ
り
ま
し
た
行
財
政
の
安

定
も
順
調
に
進
み
、
新
町
の
基

盤
も
徐
々
に
固
ま
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
年
も
そ
の
歩
み
を

確
か
な
も
の
と
す
る
よ
う
、
一

層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。

　

し
か
し
時
代
は
、
ま
た
大
き

く
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字

に
、「
変
」
が
選
ば
れ
た
よ
う

に
、
変
革
の
時
代
に
突
入
し
た

感
が
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

順
調
に
見
え
た
経
済
も
、
ア
メ

リ
カ
発
の
金
融
危
機
が
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
た
世
界
経
済
を
、

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る

不
況
の
嵐
に
巻
き
込
み
、
失
業

者
の
急
増
な
ど
、
社
会
へ
の
不

安
が
日
々
大
き
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
は
、
さ
ら
に
そ
の

厳
し
さ
が
増
す
も
の
と
予
想
さ

れ
、
私
た
ち
の
町
に
も
、
大
き

な
影
響
が
で
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
い
う
時
代
だ

か
ら
こ
そ「
真
の
豊
か
さ
と
は

何
か
」
を
問
い
直
し
な
が
ら
、

町
民
の
み
な
さ
ま
の
生
活
を
第

一
に
、
安
全
と
安
心
、
こ
こ
ろ

の
豊
か
さ
、
だ
れ
も
が
生
き
る

喜
び
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
さ
ら
に
効
率

的
な
行
財
政
運
営
め
ざ
し
つ
つ
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
子
育

て
支
援
や
教
育
環
境
の
整
備
、

地
域
医
療
体
制
の
堅
持
、
地
域

経
済
の
活
性
化
な
ど
、
で
き
る

限
り
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
厳
し
い
変
革
の
と
き
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

を
、
着
実
に
進
め
る
に
は
、
町

民
の
み
な
さ
ま
が
元
気
で
ご
活

躍
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
町
民

相
互
の
信
頼
に
よ
る
町
の
安
定

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
私
も

町
民
の
み
な
さ
ま
と
強
い
信
頼

を
築
け
る
よ
う
、
本
年
も
全
力

で
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
年
が
実

り
多
い
年
と
な
る
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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謹  賀  　 新  年                       

　佐用町議会議長
　　　　　西 岡　正

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
が
た
に
は
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
早

く
も
４
回
目
の
新
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
合
併
以

降
、
町
政
の
進
展
と
議
会
活
性

化
に
精
力
を
そ
そ
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

温
か
い
ご
指
導
や
ご
厚
情
に
対

し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
佐
用
町
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
災
害
も
な
く
、
比

較
的
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
国
内
外
で
は
大

地
震
や
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

と
み
ら
れ
る
大
き
な
災
害
が
起

き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
凶
悪

な
事
件
や
い
じ
め
と
い
っ
た
と

て
も
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶

た
ず
、「
ひ
と
つ
の
命
」
の
重
さ
、

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
か
新
年
が
、
平
穏
な
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
願
う

も
の
で
す
。

　

合
併
４
年
目
を
迎
え
、
町
の

基
本
構
想
、
特
に「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
概
念
に
基
づ
い

て
、
人
々
が
ふ
れ
あ
い
輝
く
、

自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
、
力
を
出
し
合
う
、
そ
ん
な

取
り
組
み
が
着
実
に
定
着
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

な
ど
に
対
応
し
、
地
域
間
情
報

格
差
を
解
消
す
る
た
め
の
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
事
業
も
完
成
し
、

そ
れ
に
伴
い「
佐
用
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
も
町
民
の
み
な
さ
ま
の
好

評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

議
会
活
動
に
お
い
て
も「
佐
用

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
活
用
す
る
方

法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

町
の
将
来
に
向
け
た
議
論
を
深

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
が
顕
著
と
な

る
な
か
、
自
主
財
源
の
確
保
や

地
域
医
療
の
問
題
な
ど
、
今
後

も
よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
な

か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
意
見
を
い
た

だ
く
な
か
で
、
町
民
の
み
な
さ

ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
議
員

一
同
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
温
か
い
ご
指
導
と
ご

鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
代
に
対
応
し

　

行
財
政
基
盤
の
確
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
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12
月
14
日
、
三
日
月
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
と
し
て
、
第
２
回
さ
よ
う
マ

ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
は
埼
玉
県
、
西
は
愛
媛
県
と
、
日
本

各
地
か
ら
７
９
８
人
の
選
手
が
参
加
。
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
佐
用
町
の
大
自
然
の

な
か
を
駆
け
抜
け
、
沿
道
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

  

７
９
８
人
が
健
脚
を
競
う

第
２
回　

さ
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
大
会

　

開
会
式
で
は
、
参
加
選
手
を
代
表
し
て
、
三

日
月
小
学
校
３
年
生
の
大
谷
一
太
く
ん
、
小
笹

直
輝
く
ん
、
坪
内
友
香
さ
ん
、
山
本
真
帆
さ
ん

が
、元
気
に
開
会
宣
言
を
行
い
、大
会
は
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
順
次
競
技
が
行
わ
れ
、
選
手
の
み

な
さ
ん
は
、
多
く
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん
食

わ
せ
隊
の
ホ
ル
モ
ン
焼
き
う
ど
ん
や
、
豚
汁
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
選
手
の
み
な
さ
ん

を
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

開会宣言をする子どもたち

小学３・４年生とジョギングの部（１．２㌔）のスタート

中
学
生
た
ち
の
力
強
い
走
り
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部門 順位 氏　　名 部門 順位 氏　　名 部門 順位 氏　　名

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ
高校生～
39 歳男子

優 勝 三木琢矢（たつの市）3.0km 
中学生 
男子

優 勝 福山知司（上月中）1.2km 
小学 4 年生
男子

優 勝 村上翔哉（たつの市）
準優勝 坂上勝洋（姫路市） 準優勝 小西生眞（姫路市） 準優勝 山本昌平（利神小）
第３位 坂上靖幸（姫路市） 第３位 畠中利樹（姫路市） 第３位 井上悠杜（佐用小）

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 
40 ～
49 歳男子

優 勝 南藤宏和（奈良県）3.0km 
中学生 
女子

優 勝 岡本桃香（上月中）1.2km 
小学 4 年生
女子

優 勝 木村真結（姫路市）
準優勝 澤依史章（鳥取県） 準優勝 田原弥生（明石市） 準優勝 橋本千尋（三田市）
第３位 谷垣　治（神戸市） 第３位 湯淺果央子（上月中） 第３位 青山友葵（赤穂市）

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ
 50 歳以上
男子

優 勝 山本正則（赤穂市）1.0km 
小学 1 年生 
男子

優 勝 野村佳佑（久崎小）1.5km 
小学 5 年生
男子

優 勝 前谷隼規（佐用小）
準優勝 黒田光康（宍粟市） 準優勝 二杉周真（加古川市） 準優勝 小河健翔（宍粟市）
第３位 前田吉敏（太子町） 第３位 菅野大輝（姫路市） 第３位 西垣仁詞（宍粟市）

ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ
 高校生・一般
女子

優 勝 大西直美（鳥取県）1.0km 
小学 1 年生
女子

優 勝 木村友美（姫路市）1.5km 
小学 5 年生
女子

優 勝 奥川愛羅（上郡町）
準優勝 名賀公子（宍粟市） 準優勝 上原彩美（岡山県） 準優勝 小西眞子（姫路市）
第３位 藤本綾乃（たつの市） 第３位 香山瑠希（たつの市） 第３位 井口さやか（たつの市）

5.0km 
高校生～
39 歳男子

優 勝 岡田明應（佐用高校）1.0km 
小学 2 年生
男子

優 勝 増田悠希（姫路市）1.5km 
小学 6 年生
男子

優 勝 内堀太夢（徳久小）
準優勝 笹谷拓穂（佐用高校） 準優勝 蒲田大晟（姫路市） 準優勝 井上和彦（姫路市）
第３位 増田昌彦（姫路市） 第３位 沖津悠翔（たつの市） 第３位 澤尾哲郎（三木市）

5.0km 
40 ～ 49 歳
男子

優 勝 山下浩一（神戸市）1.0km 
小学 2 年生
女子

優 勝 浅田彩華（姫路市）1.5km 
小学 6 年生
女子

優 勝 栗山夢野（宍粟市）
準優勝 甲斐慎一（加古川市） 準優勝 阿曽沙耶（三河小） 準優勝 勝山史織（三河小）
第３位 若原裕幸（鳥取県） 第３位 西垣怜奈（宍粟市） 第３位 平瀬加菜絵（宍粟市）

5.0km 
50 歳以上
男子

優 勝 桜井康司（猪名川町）1.2km 
小学 3 年生
男子

優 勝 日隈友也（姫路市）
準優勝 天野文行（京都府） 準優勝 木村友紀（三日月小）
第３位 沼田健二（宍粟市） 第３位 野村知宏（久崎小）

5.0km 
高校生・一般
女子

優 勝 谷口　陽（佐用高校）1.2km 
小学 3 年生
女子

優 勝 三浦美吹（明石市）
準優勝 水島ゆかり（岡山県） 準優勝 佐藤千夏（明石市）
第３位 池内恵美子（養父市） 第３位 青山奈美（赤穂市）

大 会 結 果
（敬称略）

サ
ン
タ
さ
ん
も
５
㌔
を
走
り
ま
し
た

三
日
月
藩
の
陣
屋
前
を
駆
け
抜
け
る
ラ
ン

ナ
ー
の
み
な
さ
ん

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
も
元
気
に
ス
タ
ー
ト

約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

「
走
る
っ
て
、
気
持
ち
い
い
ね
」
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が
ん
ば
っ
た
人
た
ち
に
◎

に
じ
ゅ
う
ま
る

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

町
軟
式
野
球
後
期
リ
ー
グ
戦

【
佐
用
支
部
】

■
開
催
時
期　

９
月
～
10
月

■
場
所　

佐
用
中
学
校

　

優　

勝　

㈱
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド

　

準
優
勝　

春
名
住
産

　

最
優
秀
選
手
賞　

福
田
賢
志

　

敢
闘
賞　
　
　
　

新
川
直
人

平
成
20
年
度
佐
用
支
部
大
会

　

ホ
ー
ム
ラ
ン
王

　
　

安
東　

徹
（
ケ
ン
ト
）

　
　

福
田
賢
志（
㈱
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
）

　

最
多
勝
利
投
手
賞

　
　

春
名
一
輝
（
ケ
ン
ト
）

【
上
月
支
部
】

■
開
催
時
期　

９
月
～
10
月

■
場
所　

上
月
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

井
上
食
品

　

準
優
勝　

孫
悟
空

Ｊ
Ａ
兵
庫
西
杯

　
　

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
開
催
時
期　

10
月
26
日
（
日
）

■
場
所　

若
あ
ゆ
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

久
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ

　

準
優
勝　

佐
用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

第
３
位　

三
日
月
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

佐
用
町

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

■
開
催
日　

11
月
９
日
（
日
）

■
場
所　

利
神
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
決
勝
リ
ー
グ
】

　

優　

勝　

佐
用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

準
優
勝　

三
日
月
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

第
３
位　

佐
用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ｂ

町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
季
大
会

■
開
催
日　

11
月
15
日
（
土
）

■
場
所　
佐
用
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

　

優　

勝　

佐
用
Ａ

　

準
優
勝　

上
月

　

第
３
位　

佐
用
Ｂ

第
30
回
佐
用
町
卓
球
大
会
（
団
体
戦
）

■
開
催
日　

11
月
16
日
（
日
）

■
場
所　

上
月
体
育
館

【
一
般
の
部
】

　
優　

勝　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
み
か
わ
Ａ

　
準
優
勝　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
み
か
わ
Ｂ

　

第
３
位　

上
月
卓
球
教
室
Ａ

　

第
３
位　

佐
用
ク
ラ
ブ
Ｂ

【
小
学
生
の
部
】

　

優　

勝　

藤
本
真
也

　
　
（
三
日
月
ク
ラ
ブ
）

　

準
優
勝　

保
田
理
恵

　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
み
か
わ
）

　

第
３
位　

井
上
恵
梨
香

　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
み
か
わ
）

　

第
３
位　

井
上
花
恋

　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
み
か
わ
）

町
軟
式
野
球
協
会
秋
季
大
会

■
時
期　

11
月
23
日
（
日
）

■
場
所　

若
あ
ゆ
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド

　

準
優
勝　

井
上
食
品

　

最
高
殊
勲
選
手
賞　

　
　

上
原
高
波
（
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
）

　

敢
闘
賞

　
　

福
盛
章
裕
（
井
上
食
品
）

タ
ケ
ス
ポ
杯

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

■
開
催
日　

11
月
23
日
（
日
）

■
場
所　

利
神
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

佐
用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

準
優
勝　

幕
山
ア
ス
ト
ロ
ズ

　

第
３
位　

久
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ

佐
用
郡
新
人
球
技
大
会

■
開
催
日　

10
月
４
日
（
土
）

【
野
球
】

　

１
位　

上
月
中　
　

　

２
位　

佐
用
中　

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　

１
位　

上
月
中

　

２
位　

上
津
中

【
男
子
卓
球
】

　

１
位　

上
津
中

　

２
位　

上
月
中

　

個
人
戦

　
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

　

１
位　

舟
引
勇
人　
（
上
津
中
）

　

２
位　

尾
﨑
和
輝　
（
上
月
中
）

　

３
位　

矢
野
直
人　
（
上
月
中
）

　
　
　
　

山
田
雅
也　
（
上
月
中
）

　
（
ダ
ブ
ル
ス
）

　

１
位　

舟
引
勇
人
・
寺
本
克
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
津
中
）

　

２
位　

片
岡
史
哉
・
真
島
健
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
津
中
）

　

３
位　

山
田
雅
也
・
尾
﨑
和
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
月
中
）

　
　
　
　

慶
尾
直
哉
・
稲
田
彬
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
津
中
）

【
女
子
卓
球
】

　

１
位　

佐
用
中

　　

２
位　

上
月
中

　

個
人
戦

　
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

　

１
位　

木
村
郁
絵　
（
佐
用
中
）

　

２
位　

山
根
佑
李
亜（
佐
用
中
）

　

３
位　

田
邊
喜
美　
（
佐
用
中
）

　
　
　
　

眞
野
紗
奈
江（
上
月
中
）

　
（
ダ
ブ
ル
ス
）

　

１
位　

井
口
満
里
奈
・
山
西
葉
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
月
中
）

　

２
位　

森
岡
真
穂
・
眞
野
紗
奈
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
月
中
）

　

３
位　

永
井
真
衣
・
松
尾
菜
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
月
中
）

　
　
　
　

松
坂
優
貴
・
嶋
田
愛
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
月
中
）

【
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

１
位　

三
日
月
中

　

２
位　

佐
用
中

　

個
人
戦

　

１
位　

藤
本
尚
也
・
片
山
翔
太

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）

　

２
位　

金
谷
才
氣
・
松
井
洸
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）

　

３
位　

西
本
聖
也
・
西
崎
修
平

　
　
　
　
　
　
　
　

    （
佐
用
中
）

　
　
　
　

柳
谷
優
太
・
早
田
風
音

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）

中
学
生
の
熱
き
戦
い

主
な
球
技
大
会
や
駅
伝
大
会
の
結
果

→

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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【
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

　

１
位　

三
日
月
中

　

２
位　

佐
用
中

　

個
人
戦　

　

１
位　

西
原
奈
美
・
大
前
美
咲

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）   

　

２
位　

竹
内
友
紀
・
大
浦
菜
月

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
日
月
中
）

　

３
位　

正
木
佑
佳
・
大
内
春
香

　
　
　
　
　
　

        （
三
日
月
中
）

　
　
　
　

山
本
由
佳
・
竹
本
真
奈

　
　
　
　
　
　
　

    （
三
日
月
中
）

佐
用
郡
駅
伝
競
走
大
会

■
開
催
日　

10
月
25
日
（
土
）

【
男
子
】

　

１
位　

上
月
中
Ａ

　
　

福
山
知
司　
　

福
山
真
司

　
　

吉
田
尚
幸　
　

小
林
和
弥

　
　

河
端
唯
斗　
　

岡
田
卓
也

　

２
位　

佐
用
中
Ａ

　
　

小
深
田
大
翔　

尾
﨑
圭
一
郎

　
　

尾
﨑
隼
人　
　

三
枝
昭
太

　
　

富
永
真
慧　
　

西
川
尚
孝

【
女
子
】

　

１
位　

上
月
中
Ａ

　
　

湯
淺
果
央
子　

大
野
成
実

　
　

岡
本
桃
香　
　

横
山　

萌

　
　

藤
田
晴
香

　

２
位　

佐
用
中
Ａ

　
　

長
谷
川
佳
奈　

北
村
萌
華

　
　

尾
崎
朱
香　
　

坂
本
聖
羅

　
　

倉
部
彩
菜

西
播
磨
駅
伝
競
走
大
会

■
開
催
日　

11
月
１
日
（
土
）

【
男
子
】

　

４
位　

上
月
中

　
　

福
山
知
司　
　

福
山
真
司

　
　

吉
田
尚
幸　
　

小
林
和
弥

　
　

河
端
唯
斗　
　

岡
田
卓
也

　

３
区
区
間
新
記
録

　
　

吉
田
尚
幸
（
上
月
中
）

宍
粟
市
秋
季
球
技
大
会

■
開
催
日　

10
月
４
日
（
土
）

【
男
子
卓
球
】

　

４
位　

三
土
中

　

個
人
戦

　

３
位　

内
山
佳
也
（
三
土
中
）

　

８
位　

木
村
悠
登
（
三
土
中
）

【
女
子
卓
球
】

　

５
位　

三
土
中

　

個
人
戦

　

１
位　

井
上
愛
夢
美（
三
土
中
）

「
全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞

　町体育指導委員の山田徹さん（下徳久

下）が、11 月 27 日､ 千葉県千葉市で開

催された全国体育指導委員研究協議会の

席上で､ 全国体育指導委員功労者表彰の

30 年勤続表彰を受賞しました。

　山田さんは昭和 54 年から体育指導委

員として社会体育の普及と､ その指導に

尽力し、その功績が認められ今回の受賞

となりました。

　山田さんは「これを励みに、今後もス

ポーツを通じた人の輪づくりに努めた

い」と話していました。

保護者のみなさんへ

小・中学校の
就学援助制度について
　町では、お子さんが学校で楽しく
勉強ができ、充実した学校生活が
過ごせるように、経済的にお困り
の保護者に、学用品などを援助す
る制度があります。
　小・中学校に在学中、または４
月に入学される児童生徒の保護者
で就学援助を希望されるかたは、
各小中学校にお問い合わせのうえ、
１月末までに就学援助の申請をお
願いします。なお、この制度には
一定の基準があり、教育委員会の
認定が必要です。

■お問い合わせ
　教育委員会　　☎８２－２４２４

賞
状
を
手
に
す
る
山
田
徹
さ
ん

体
育
指
導
委
員
の
山
田
徹
さ
ん

→
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共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ

　

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

東
部
地
区
さ
く
ら
部
会
が
、
こ
の

ほ
ど
、
消
火
器
の
使
用
方
法
の
講

習
会
と
火
災
報
知
機
の
設
置
に
つ

い
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
消
火
器
の

正
し
い
使
い
か
た
を
知
り
、ま
た
、

各
家
庭
の
消
火
器
点
検
や
火
災
報

知
機
の
設
置
を
促
す
た
め
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
８
集
落
を
対
象
に
、
２

か
所
で
実
施
。
高
齢
者
や
女
性
を

中
心
に
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
消
防
署

員
の
指
導
の
も
と
、
消
火
体
験
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

部
会
長
の
小
笹
昌
彦
さ
ん
（
茶

屋
下
）
は
「
災
害
は
い
つ
自
分
の

身
に
ふ
り
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
活
動
が
、
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き

れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
消
火
器
の
使
用
講
習
会
を
開
催

なれない手つきでの縄ない作業

　

12
月
７
日
、上
月
文
化
会
館
で
、

上
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
主
催
の

「
し
め
縄
づ
く
り
講
習
会
」
が
開

催
さ
れ
、
約
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ベ
テ

ラ
ン
講
師
の
指
導
の
も
と
、
各
自

し
め
縄
づ
く
り
に
挑
戦
さ
れ
ま
し

た
。
な
れ
な
い
「
縄
を
な
う
」
こ

と
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
講

師
の
み
な
さ
ん
の
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
和
気
あ
い
あ
い
の

雰
囲
気
の
な
か
、
見
事
に
手
づ
く

り
の
し
め
縄
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
自
分
で
作
っ
た
し

め
縄
で
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

自
作
の
し
め
縄
で
お
正
月
を

上
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
講
習
会
を
開
催

　

男
女
平
等
の
理
念
は
、
日
本

国
憲
法
に
明
記
さ
れ
、
法
制
上

も
、
男
女
平
等
の
原
則
が
確
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
男
女
の

役
割
を
固
定
的
に
と
ら
え
る

人
々
の
意
識
は
、
今
な
お
社
会

に
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
こ
の

こ
と
が
家
庭
や
職
場
で
種
々
の

男
女
差
別
を
生
む
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
職

場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
犯
罪
な
ど

の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
の

問
題
も
、
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」、

「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
」、「
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
そ

れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
は
、

全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局

に
女
性
の
人
権
問
題
を
専
門
に

取
り
扱
う
電
話
相
談
窓
口
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

設
置
し
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」
の
期
間
中
に
、

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
設
け
、

今
後
も
取
り
組
み
を
強
化
す
る

と
と
も
に
女
性
の
人
権
擁
護
を

図
る
た
め
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０ 

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
祝
日
・
年
末
年
始
除
く

■
県
立
女
性
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
７
８
・
７
３
２
・
７
７
０
０

　

毎
日
午
前
９
時
～
午
後
９
時

■
兵
庫
県
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
対
策
室

（
兵
庫
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
）

☎
０
７
８
・
３
７
１
・
７
８
３
０

 　

毎
日
24
時
間
対
応

■
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課 

　
　
　
　
　

 

☎
82
・
３
３
３
６

女
性
の

　

人
権
を
考
え
る

２００８佐用人権標語
ありがとう たった５文字で みな笑顔

消防署員の話を聞く参加者のみなさん
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　テレビでエコ、紙面を広げればエコ、お店や事
業所には「エコ製品を使っています」とか、「自
然保護に協力を」というポスターや表示があり、
社会全体の環境問題への取り組みが積極的になっ
ています。
　私は平成 15 年に知識のないまま、推進員にな
りました。当初は研修会や見学会などに参加して
勉強しました。徐々にエコ対策に理解ができるよ
うになった平成 16 年 8 月に ｢モンゴル森林再生
交流会｣ に参加し、モンゴル中央県バヤンダヴァ
にあるカラ松林の山火事跡地に体験植樹を行いま
した。見渡す限り草原での手掘り作業は大変でし
たが、良い体験をしました。
　このように学習したこと、体験したことを私だ
けのものとするのではなく、どうすればいいのか
と思っていたところ、町合併により、新佐用町の
地球温暖化防止活動推進協議会が発足したことは
大きな転機となりました。
　マイバッグ運動をはじめとして、地球温暖化防
止へ向けて、さまざまな活動を今まで以上に広い
視野をもって実施できるようになりました。なか
でも「佐用町ミニフォーラム」は毎年開催するこ
とができ、多くのかたにご参加いただいています。
　こうやって、１人より２人、そして多くの人た
ちの協力を得て運動をしていけば、エコの文字が
心のなかを素通りすることなく、しっかりと刻み
込まれるのではないかと思っています。

エコ対策は地域から
 町地球温暖化防止活動推進員

　　　　　梶本順子さん（田此）

ストップ温暖化シリーズ

環
境
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

ひ
ょ
う
ご
環
境
体
験
館
で
、
11

月
30
日
、
第
３
回
佐
用
町
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
約

１
２
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ

い
て
、
多
く
の
人
た
ち
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
町
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
協
議
会
と
佐

用
町
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

ま
ず
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

小
林
義
昭
さ
ん
（
川
原
町
）
が
「
近

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
テ
ー
マ

に
、
自
ら
の
取
り
組
み
な
ど
を

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
講
演
。
そ
の

後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
三
日

月
支
部
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
エ
コ

啓
発
人
形
劇
「
ど
う
し
た
ら
え
え

ん
？
」
が
上
演
さ
れ
、
会
場
に
集

ま
っ
た
み
な
さ
ん
は
、
地
球
温
暖

化
に
つ
い
て
、
楽
し
く
学
ん
で
い

ま
し
た
。

自
ら
の
取
り
組
み
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
講
師
の
小
林
義
昭
さ
ん

み
ん
な
で

　

環
境
を
守
ろ
う

最優秀賞に
  慶尾  直哉くん（上津中）

全国中学生人権作文コンテスト
西播予選で５人が入賞

　

第
28
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
西
播
磨
地
区
予
選
審

査
会
が
、
神
戸
地
方
法
務
局
龍
野

支
局
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
次
代
を
担

う
中
学
生
が
、
人
権
尊
重
の
重
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
豊
か

な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
夏
に
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
西
播
磨
管
内
２
９

校
か
ら
約
７
，
０
０
０
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
最

優
秀
賞
３
点
、
優
秀
賞
３
点
、
奨

励
賞
23
点
が
選
ば
れ
、
見
事
、
最

優
秀
賞
に
上
津
中
学
校
の
慶
尾
直

哉
く
ん
の
作
文
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
町
内
の
入
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞　

慶
尾　

直
哉
（
上
津
中
）

優
秀
賞　
　

尾
﨑　

綾（
三
土
中
）

　
　
　
　
　

大
田　

優
希
（
上
月
中
）

奨
励
賞　
　

豊
永　

眞
穂
（
佐
用
中
）

　
　
　
　
　

三
浦　

幸
輝（
三
日
月
中
）

　

入
賞
し
た
み
な
さ
ん
は
、
12
月

13
日
、
宍
粟
市
山
崎
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
た
「
西
播
磨
人
権
の
つ

ど
い
」
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
最
優
秀
賞
の
慶
尾
直
哉
君
は
、

会
場
で
作
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。

西
播
磨
人
権
の
つ
ど
い
で
、
作
文
を
朗
読
す
る

慶
尾
直
哉
く
ん
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佐用町農業委員会委員選挙

投票区と投票所の一部を変更します
　農業委員会委員選挙の投票所はこれまで、佐用選挙区で５投票所、上月選挙区は１２投票所、南光・三日月選挙
区は 13 投票所の 30 投票所でしたが、地域の事情や有権者数などの検討を行い、下表のとおり統合します ( 佐用選
挙区に変更はありません )。
　なお、この変更は農業委員会選挙のみに適用するものです。投票所が変更される区域もありますので、お間違え
のないよう注意してください。選挙の際には、入場券に記載してある投票所を確認してください。

■佐用町農業委員会委員選挙　２月１７日（火）告示・２月２２日（日）執行

■期日前投票について
　右表の投票所と下記の日程で、期日前投票を行います。
　日時：２月１８日（水）～２月２１日（土）
　　　　午前８時 30 分～午後８時まで

■選挙区について
　農業委員会委員選挙については、次の選挙区を設けて選挙を行います。なお、選挙区の区域及び選出される委員の
数は次のとおりです。
　　　　　　　○佐用選挙区（旧佐用町全域）　６人　○上月選挙区（旧上月町全域）　４人
　　　　　　　○南光・三日月選挙区（旧南光町全域と旧三日月町全域）　５人

■立候補を予定されているかたへ
　 立候補者予備審査　日時：２月１０日（火）９時００分～正午　　　　　　場所：役場第２庁舎　２０１会議室
　 立候補受付　　　　日時：２月１７日（火）８時３０分～１７時００分　　場所：役場第２庁舎　２０１会議室

■お問い合わせ　佐用町選挙管理委員会事務局（総務課）　☎８２－２５４９

選挙区 投票所
佐用選挙区 さよう文化情報センター
上月選挙区 役場上月支所

南光・三日月選挙区 （南光地区）役場南光支所
（三日月地区）役場三日月支所

選挙区 投票区 投 票 区 の 集落 投　票　所

佐用

選挙区

１
上町・中町・川原町・新町・栄町・駅前・秀谷・山平・大坪
吉福・山脇・真盛・柴谷・山田・西山・山王・上長尾
下長尾・本位田甲・本位田乙・円応寺・大願寺・五反田

  さよう文化情報センター

２ 口長谷・宗行・横坂・口金近・奥金近・奥長谷   長谷地域交流センター

３ 庵・延吉・北新町・平福上町・平福中町・下町・南新町
海内・桑野・峠   佐用町地域福祉センター

４ 水根・青木・上石井・若州・奥海・中土居・大船・中ノ原   上石井倶楽部

５ 豊福・平谷・仁方・福沢・西河内・甲大木谷・乙大木谷
淀・末包・東中山・大畠   江川地区文化センター

上月

選挙区

１
金屋・力万・須安・宇根・樫ヶ渕・越田和・判官・稗田
久木原・小日山・目高・寄延・上上月・中上月・下上月
仁位・早瀬１・早瀬２

  役場上月支所

２ 福吉・本郷・大垣内・皆田・南中山・来見・田和・才金
金子・桜山   上月保健福祉センター

３ 家内・久崎・櫛田・円光寺・下秋里・上秋里・西新宿
大日山・小赤松・大酒   久崎地区センター

南光・

三日月

選挙区

１ 多賀・中島・米田・安川・小山・土井・宝蔵寺   中安ふれあいセンター
２ 下徳久上・下徳久下・林崎・東徳久・西徳久・平松   南光地域福祉センター
３ 漆野・西下野・下三河・中三河・上三河・河崎・船越   三河ふれあいセンター

４
三日月上・三日月下・茶屋上・茶屋下・湯小・中村・仁増
鎌倉・大内谷・添谷・真宗・志文・春哉・徳平・乃井野
西市・田此・新宿・島脇・久保・広山・弦谷・三原
三ツ尾・東大畑・西大畑・大下り

  役場三日月支所

　　　　「定額給付金事業」を装った　振り込め詐欺にご注意！
　役場職員を名乗る者から「定額給付金の給付に必要」と、家族構成・口座番号を聞いてきたり、
フリーダイヤルの電話番号を伝えて、ATM へ誘い出したりする詐欺が、全国で発生しています
　まだ定額給付金事業はスタートしていません。開始のときは、町からあらためて周知します
ので、十分に注意してください。

■お問い合わせ　総務課　８２－２５４９
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生活研究グループ「ほほえみ会」が
日本農林漁業振興会長賞を受賞

　

こ
の
ほ
ど
、
東
京
都
の
明
治
神

宮
で
開
催
さ
れ
た
第
47
回
農
林
水

産
祭
で
、生
活
研
究
グ
ル
ー
プ「
ほ

ほ
え
み
会
（
代
表
：
井
口
美
子
さ

ん
（
口
長
谷
））」
が
、
日
本
農
林

漁
業
振
興
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

同
会
は
、
昭
和
48
年
に
、
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
以
来
、
地
域
の
女
性
グ

ル
ー
プ
の
中
心
と
な
っ
て
、
地
域

の
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品
づ
く

り
や
、
農
産
物
直
売
所
「
因
幡
街

道
平
成
福
の
市
」
を
中
心
と
し
た

販
売
活
動
、
ま
た
利
神
小
学
校
の

総
合
学
習
を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち

に
地
域
農
業
と
生
産
加
工
を
体
験

さ
せ
る
事
業
な
ど
が
高
く
評
価
さ

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
会
代
表
の
井
口
さ
ん
は
「
昨

年
の
『
農
山
漁
村
い
き
い
き
シ
ニ

ア
活
動
表
彰
最
優
秀
賞
（
農
林
水

産
大
臣
賞
）』
に
引
き
続
き
、
今

回
で
２
年
連
続
の
受
賞
。
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
、
み
ん
な
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
み
な
さ
ん
の
支
援
に
感

謝
し
な
が
ら
、
地
域
に
愛
さ
れ
る

活
動
を
展
開
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

関
係
者
に
祝
福
さ
れ
、
う
れ
し
そ
う
な
井
口

さ
ん
（
左
か
ら
２
人
目
）

農
業
振
興
と
活
性
化
に
取
り
組
み
20
年

　

味
わ
い
の
里
三
日
月
で
、
こ
の

ほ
ど
、
三
日
月
農
産
物
収
穫
祭
が

開
催
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
「
味
わ
い
の

里
三
日
月
」
の
20
周
年
を
記
念
し

て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
町
内
の
直
売
所
の
名

物
や
特
産
品
販
売
な
ど
の
テ
ン
ト

が
な
ら
び
、
来
場
者
の
み
な
さ
ん

は
、
佐
用
の
美
味
に
舌
鼓
。
そ
の

ほ
か
20
周
年
に
ち
な
ん
で
、
20
㍍

の
ジ
ャ
ン
ボ
巻
き
ず
し
を
作
る
催

し
や
、
農
産
物
品
評
会
に
出
品
さ

れ
た
野
菜
の
展
示
と
即
売
会
、
そ

ば
打
ち
の
実
演
と
試
食
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
産
物
品
評
会
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

■
町
長
賞

　

ね
ぎ　
　

大
浦
忠
行（
三
日
月
下
）

■
議
長
賞

　

か
ぶ　
　

岩
野
惠
美
子（
新
宿
）

■
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

　

大
根　
　

熊
淵
艶
子
（
志
文
）

■
兵
庫
西
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

白
菜　
　

西
平
照
六
（
広
山
）

■
味
わ
い
の
里
三
日
月
賞

　

山
芋　
　

得
平
幾
雄（
乃
井
野
）

　
ぎ
ん
な
ん　

大
林
キ
ミ
子（
新
宿
）

　

ゆ
ず　
　

竹
内
サ
カ
ヱ（
添
谷
）

　
チ
ン
ゲ
ン
菜　
　

原
田
正
一
（
乃
井
野
）

味
わ
い
の
里
三
日
月
で
感
謝
祭
を
開
催

　感謝祭で行われた祝典で、20
年の功績をたたえて、同施設を
運営する「三日月特産加工組合」
に町から感謝状が、また同施設
で活動する「三日月地区生活研
究グループ」に、県から「くす
のき賞」が贈られました。
　同組合組合長の春江博明さん

（島脇）と同グループ会長の植戸
喜美代さん（久保）は、「今回の
受賞を励みに、地域の農業の活
性化に全力で取り組みたい」と
喜びを語りました。

　三日月特産加工組合に
　　　 町から感謝状
　三日月地区生活研究グループに
　　 県から「くすのき賞」

感
謝
状
を
受
け
取
る

春
江
組
合
長

く
す
の
き
賞
を
受
け
取
る

植
戸
会
長

盛
り
上
が
っ
た
20
㍍
の
巻
き
ず
し
作
り

狩
猟
を
す
る
か
た
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う　

地域に根ざした
愛される活動が評価
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平
成
20
年
分
所
得
税
確
定
申

告
、
平
成
21
年
度
町
・
県
民
税
の

申
告
相
談
を
、
２
月
16
日
（
月
）

か
ら
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
の
期

間
で
行
い
ま
す
。
正
し
い
申
告
納

税
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
年
は
、
申
告
会
場
を
一
部
再

編
し
て
い
ま
す
の
で
、
別
途
配
布

の
日
程
表
で
日
時
、
場
所
な
ど
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
前
申
告
相
談
を
２
月

５
日
（
木
）
か
ら
12
日
（
木
）
ま

で
の
５
日
間
（
平
日
）
に
、
さ
よ

う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
午
前

９
時
～
午
前
11
時
30
分
、
午
後
１

時
～
午
後
３
時
30
分
ま
で
行
い
ま

す
。
確
定
申
告
期
の
会
場
は
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
事
前
申
告

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

１
．
町
・
県
民
税
の
申
告
書
の
配
布

　
「
町
・
県
民
税
申
告
書
」
は
平

成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
佐
用
町

に
住
民
登
録
の
あ
る
18
歳
以
上
の

か
た
全
員
に
、
自
治
会
長
を
通
じ

て
２
月
上
旬
に
配
布
し
ま
す
。

　
「
所
得
税
確
定
申
告
書
」
は
前

年
に
事
業
所
得
な
ど
を
確
定
申
告

を
さ
れ
た
か
た
に
、
税
務
署
か
ら

郵
送
さ
れ
ま
す
。

２
．
町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
か
た

①
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
佐

用
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
か
た

で
、
平
成
20
年
中
に
所
得
の
あ
っ

た
か
た
は
、
原
則
と
し
て
申
告
納

税
の
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、町
・

県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

②
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年

金
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
障
が
い
者
福
祉
、

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
町

営
住
宅
使
用
料
、
学
童
援
助
な
ど

で
は
、
住
民
税
申
告
を
も
と
に
低

正
し
い
申
告
納
税
で

　
　
　
　
　

明
る
い
未
来

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、

農
耕
用
車
両（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

に
つ
い
て
も
課
税
対
象
と
な
り
、

登
録
（
申
告
納
税
）
が
必
要
で
す
。

　

確
定
申
告
の
納
税
相
談
の
際

に
、
農
耕
用
車
両
の
登
録
が
な
い

場
合
に
は
、
農
耕
用
車
両
の
所
有

状
況
を
聞
き
、
未
登
録
車
両
は
、

「
軽
自
動
車
税
申
告
（
報
告
）
兼

標
識
交
付
申
請
」
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

農
耕
用
車
両
の
税
金
は
確
定
申

告
で
、
農
業
所
得
の
経
費
（
租
税

公
課
）
と
し
て
、
農
業
用
車
両
の

購
入
費
は
、経
費
（
減
価
償
却
費
）

と
し
て
計
上
で
き
ま
す
。
領
収
書

な
ど
を
大
切
に
保
管
し
て
、
収
支

を
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
課

税
に
は
、
農
耕
用
車
両
は
除
外
さ

れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
軽
自
動
車
税
係

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
２

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
も
登
録
を

農
耕
用
車
両
も
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
で
す　

　

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
資

産
で
、
事
業
の
た
め
使
用
さ
れ

て
い
る
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・

備
品
な
ど
の
資
産
は
、
固
定
資

産
税(

償
却
資
産)

の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
か
た

に
は
、
12
月
下
旬
に
、「
平
成
21

年
度
償
却
資
産
申
告
書
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
２
月
２

日(

月)

ま
で
に
、
税
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
が
届
い
て
い

な
い
か
た
、
新
規
に
事
業
を
開

始
さ
れ
た
か
た
は
、
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
２

事
業
の
た
め
の
構
築
物
・
機
械
な
ど
の
資
産
の

固
定
資
産
税
償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
を

 平成 20 年分所得税確定申告、平成 21 年度町・県民税の申告相談
２月 16 日（月）～３月 16 日（月）に実施

 事前申告相談は２月５日（木）～ 12 日（木）の平日に実施

→
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所
得
判
定
な
ど
の
負
担
軽
減
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
収
入
が
な
か
っ
た
か
た
、
収

入
は
あ
っ
て
も
課
税
所
得
が
な
い

か
た
は
、
申
告
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
低
所
得
判
定
な
ど
の
負

担
軽
減
措
置
を
正
し
く
受
け
る
た

め
に
、
町
・
県
民
税
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
で
年

末
調
整
を
し
、
ほ
か
の
収
入
が
な

く
、
所
得
税
の
還
付
申
告
も
さ
れ

な
い
か
た
は
、
町
・
県
民
税
の
申

告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
住
宅
借
入
金
な
ど
特
別
控
除
を

受
け
て
い
る
か
た
（
平
成
11
年
か

ら
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
）で
、

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
額
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
の

住
民
税
の
税
額
か
ら
控
除
を
受
け

る
か
た
は
、「
町
・
県
民
税
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
申
告
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
税
務
署
・
税
理
士
に
よ
る
出
張
相
談

①
譲
渡
所
得
申
告
説
明
会

　

１
月
27
日
（
火
）

②
還
付
・
年
金
事
前
申
告
相
談　

　

２
月
10
日
（
火
）

③
税
務
署
・
税
理
士
相
談

　

３
月
10
日
（
火
）

受
付
（
各
日
と
も
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分　

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

会
場
（
各
日
と
も
）

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

４
．
年
金
所
得
が
あ
る
か
た
の
申
告

　

公
的
年
金
収
入
の
み
の
か
た

で
、
65
歳
未
満
で
70
万
円
未
満
の

か
た
、
65
歳
以
上
で
１
２
０
万
円

未
満
の
か
た
に
つ
い
て
は
、
所
得

が
０
円
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
的
年
金
の
支
払
額
は
、
公
的

年
金
支
払
機
関
か
ら
町
へ
年
金
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
た
め
、

こ
れ
に
基
づ
き
課
税
資
料
を
作
成

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
以
外
の
所

得
が
あ
る
か
た
は
、
申
告
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
右
記
の
か
た
以
外

で
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、

扶
養
な
ど
の
控
除
が
あ
る
か
た
は

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
農
業
所
得
が
あ
る
か
た
の
申
告

　

税
法
上
で
農
業
は
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
と
し
て
農
業

（
水
稲
、
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
な

ど
）
を
営
み
、
農
業
所
得
の
あ
る

か
た
は
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
家
消
費
米
の
み
生

産
し
て
い
る
農
家
の
か
た
や
、
先

祖
伝
来
の
農
地
の
維
持
管
理
の
た

め
に
農
業
を
営
ん
で
い
る
か
た

は
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
と
し
て
農
業
を
営
み
、
収

支
計
算
を
し
て
農
業
所
得
が
あ
る

場
合
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費

の
証
拠
書
類
を
保
存
、
記
帳
の
う

え
、
申
告
相
談
で
収
支
計
算
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
平
成
20
年
中
に

　

収
入
が
な
か
っ
た
か
た
の
申
告

　

平
成
20
年
中
に
収
入
が
な
か
っ

た
か
た
（
学
生
、
主
婦
、
生
活
保

護
、
無
職
、
扶
助
・
援
助
、
遺
族

年
金
・
障
害
年
金
な
ど
）
に
つ
い

て
は
、
申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
住
民
税
申
告
を
も
と
に
し

た
低
所
得
判
定
に
よ
る
負
担
軽
減

な
ど
の
措
置
を
正
し
く
受
け
る
た

め
に
、
町
・
県
民
税
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

収
入
が
な
か
っ
た
か
た
の
申
告

書
に
つ
い
て
は
、
申
告
会
場
の
ほ

か
、
税
務
課
、
各
支
所
・
出
張
所

で
も
申
告
書
を
受
付
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
２

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
で
電

子
証
明
書
を
併
せ
て
送
信
し
た

場
合
に
、
平
成
20
年
分
申
告
の

所
得
税
額
か
ら
５
、０
０
０
円
が

控
除
さ
れ
ま
す
（
平
成
19
年
分

か
平
成
20
年
分
の
い
ず
れ
か
１

回
。
所
得
税
額
が
限
度
）。

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
還
付
申

告
の
場
合
は
、
還
付
金
の
振
込

み
が
約
３
週
間
後
と
早
く
な
り

ま
す
。

　

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
は
、
ご
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
も
利
用
で
き
ま
す

が
、
今
年
は
、
さ
よ
う
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
申

告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。
さ
よ

う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
行
う
場
合
は
、
IC
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で

な
く
て
も
、
電
子
申
告
が
で
き

る
う
え
に
、
操
作
方
法
を
説
明

す
る
職
員
も
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期　

日

　

２
月
23
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

　

３
月
９
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

■
受
付
時
間

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

※
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に

は
、
電
子
証
明
書
つ
き
の
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
取
得
が
必

要
で
す
。

　

事
前
に
役
場
住
民
課
で
取
得

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
後
、
交
付
ま
で
10
日
前

後
か
か
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
町
民
税
係

　

☎
82
・
０
６
６
２

　

相
生
税
務
署

　

☎
０
７
９
１
・
23
・
０
３
５
１

ご利用ください「ｅ
イ ー タ ッ ク ス

- Ｔａｘ」

さよう文化情報センターで
電子申告ができます

→
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確
実
に･

敏
速
に

　全国の火災による死亡者数のうち、住宅火災での死者が
多くの割合を占めています。
　原因の多くは、出火に気がつかず、逃げ遅れたことによ
るものです。死者を少しでも減少させるためには、各家庭
で住宅用火災警報器の設置がとても重要です。
　アメリカでは、１９７０年代から、個人住宅に住宅用火
災警報器の設置が義務付けられ、普及が進んだことで、死
者が大幅に減少しました。また、イギリスでも同様の成果
が確認されています。
　住宅用火災警報器具の設置は、平成 23 年５月末日まで
猶予期間がありますが、設置がまだのご家庭は、大切な家
族の命を守るため、できるだけ早く設置しましょう。

　

三
日
月
地
域
乃
井
野
地
内
で
、

11
月
30
日
、
消
防
団
と
消
防
署
の

合
同
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、「
味
わ
い
の
里
三
日

月
」
周
辺
で
火
災
が
発
生
し
、
折

か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
周
辺
に

延
焼
拡
大
の
通
報
を
受
け
た
消
防

署
と
地
元
消
防
団
、
要
請
を
受
け

た
町
内
機
動
分
団
が
連
携
し
て
消

火
活
動
を
行
う
と
い
う
想
定
で
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

午
前
７
時
55
分
、
火
災
発
生
の

防
災
無
線
を
合
図
に
、
12
台
の
消

防
車
両
と
２
０
７
人
の
消
防
団

員
・
消
防
署
員
が
２
か
所
の
水
利

か
ら
、一
斉
に
ホ
ー
ス
を
延
長
し
、

迅
速
に
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

町
消
防
団
・
町
消
防
署
合
同
消
火
訓
練

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

佐
用
警
察
署
・
町
消
防
署
年
末
警
戒
発
隊
式

　

12
月
１
日
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

佐
用
店
前
の
駐
車
場
で
、
佐
用
警

察
署
と
町
消
防
署
の
年
末
警
戒
発

隊
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
は
、
警
察
署
と
消
防

署
、
ま
た
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
な

ど
が
連
携
を
と
っ
て
、
ま
ち
を
犯

罪
や
災
害
な
ど
か
ら
守
ろ
う
と
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
約
２
０
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
参
加
し
た
人
た
ち
は
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
上
月
保
育
園

や
佐
用
マ
リ
ア
幼
稚
園
の
園
児
た

ち
が
誓
い
の
言
葉
を
元
気
に
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
両
園
児
の
か
わ

い
ら
し
い
演
技
や
鼓
笛
演
奏
な
ど

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

園児たちのかわいらしい演技（上月保育園） 放水を行う消防団員のみなさん 

できるだけ早期の設置を

住宅用火災警報器の設置はお済みですか

　　　　　　　　　　■お問い合わせ　消防署　☎８２－３８７２

火災被害を最小限にとどめるために
設置しましょう
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救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

搬  送  法

■お問い合わせ　　消防署　☎８２－３８７２

　先月号は搬送法のうち､ 応急担架の作りかたを紹介し
ました。今月号は徒

と し ゅ

手搬送 ( 人力による搬送 ) を紹介し
ます。
　 徒手搬送は、担架などが使用できない場所での搬送
や、事故現場から安全な場所へ緊急に移動させるための
手段です。徒手搬送は、慎重に行っても、傷病者に与え
る影響が大きいので、必要最低限にとどめ、最後の手段
として考えてください。

■１人で搬送する方法

■２人で搬送する方法

■３人で搬送する方法

■お問い合わせ
　佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

佐用クリーンセンター から お知らせ

祝祭日の業務
   1月12日（成人の日）
   2月11日（建国記念の日）
　上記の祝祭日は、収集と搬入の受付を
行います。また、直接搬入は
　■受付　午前９時～午後４時 30 分
　■料金　100㌔まで 300 円。以降、100
　　㌔ごとに 300 円が加算されます。

年始の業務
 1月５日（月）から収集と搬入受
付開始します

水槽付消防ポンプ自動車と
高規格救急車を更新

更
新
さ
れ
た
車
両
２
台

●背部から後方に移動
　わきの下に手を入れ抱き
かかえるように起こし、片
方の腕を持ち、お尻をあげ
るように搬送します。

●背負って搬送
　背負った後、膝の
後ろから手を入れて、
腕を持ちながら搬送
します。

●前後から抱え搬送
　１人は背中、もう１人は
足を抱え、２人で同時に持
ち上げ、足側から進んで行
きます。

●手を組んで搬送
　傷病者の左右から向
かい合い、お互いの手
を組み、座らせるよう
にして搬送します。

●両手で持ち上げ搬送
　傷病者の頭側の膝を立て、
3 人の手がすべて交互にな
るように手の位置を決め、
同時に持ち上げながら立ち、
足側から搬送します。

　消防署では、このたび水槽付消防ポンプ自動車と高
規格救急車を更新しました。
　水槽付消防ポンプ消防自動車は、2,000㍑の水槽を
装備しており、火災現場で直ちに放水を開始すること
ができます。また、この間に別のポンプ車からの送水
を受けることで、途切れることなく放水を行えます。
　また高規格救急車は、救急業務の高度化に対応し、
スムーズな救急救命活動ができるよう、室内空間を大
幅に拡大するなど、さまざまな工夫や装備により、さ
らに安全に搬送できるようになっています。
　この水槽付消防ポンプ自動車と高規格救急車を活用
し、より一層、安全安心なまちづくりに努めていきます。
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「
子
ど
も
を
産
ん
で
、
よ
か
っ

た
と
思
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か｣

先
般
行
っ
た
中
学
生
と
の
育
児

交
流
会
で
、
中
学
生
か
ら
お
か

あ
さ
ん
に
質
問
を
も
ら
い
ま
し

た
。｢

親
の
あ
り
が
た
み
が
、
理

解
で
き
た
こ
と｣

｢

私
の
顔
を
見

て
思
い
き
り
、
ほ
ほ
え
ん
で
く

れ
た
と
き｣

｢

し
ん
ど
い
な
と
感

じ
て
い
る
と
き
に
、
小
さ
い
手

で
『
よ
し
よ
し
』
と
し
て
く
れ

た
と
き｣

｢

と
も
に
成
長
で
き
る

こ
と｣

｢

絶
対
の
信
頼
を
寄
せ
て

く
れ
て
い
る
こ
と｣

・
・
・
な
ど
、

す
ば
ら
し
い
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

毎
日
、
子
ど
も
と
過
ご
し
て

い
る
と
、
体
力
的
に
も
精
神
的

に
も
「
し
ん
ど
い
」
こ
と
の
ほ

う
が
多
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

し
か
し
、
中
学
生
か
ら
質
問
を

受
け
、
あ
ら
た
め
て
日
ご
ろ
の

子
育
て
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

子
ど
も
の
存
在
が
親
に
と
っ
て

ど
ん
な
に
大
き
く
、
大
切
な
存

在
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

親
と
子
の
信
頼
関
係
は
、
毎

日
の
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
の                

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
で
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
後
の
人
と
人
の

信
頼
関
係
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

　

授
乳
や
抱
っ
こ
を
す
る
こ
と

で
、
親
の
体
温
を
感
じ
、
こ
こ

ろ
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
ま
す
。

　

親
は
、
離
乳
が
始
ま
り
成
長

が
進
む
と
、
や
っ
と
子
ど
も
か

ら
手
が
離
れ
た
と
ひ
と
安
心
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
精
神
的
な

離
乳
は
、
６
～
８
歳
ぐ
ら
い
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
も
う
大
き
い
の
に
・
・
・
」

と
言
わ
ず
、
授
乳
期
と
同
じ
よ

う
に
肌
と
肌
の
ふ
れ
あ
い
が
大

切
で
す
。

　

今
年
も
い
っ
ぱ
い
子
ど
も
を

抱
き
し
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

ね
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

 ママプラザ
　　　だより

会
の
「
セ
ン
タ
ー
報
」
な
ど
町
及

び
町
関
係
機
関
発
行
の
も
の
。
ま

た
、「
県
民
だ
よ
り
ひ
ょ
う
ご
」、

「
土
木
・
か
み
ご
お
り
」、『
兵
庫

県
統
計
書
』
な
ど
県
発
行
の
刊
行

物
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
可
能

な
限
り
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
集
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
内
の
情
報
が
掲

載
さ
れ
た
新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
や
県
内
市
町
の
広
報
誌
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
全
国
分
の
電
話
帳
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　
「
郷
土
資
料
」
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

お
は
な
し
会　

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
１
月
の
お
は
な
し　
「
天
福
地
福
」

【
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ

　

次
の
日
程
で
保
存
期
限
切
れ
の

雑
誌
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。
詳

細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
13
日
（
金
）・
14

　

日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

図
書
館
の
郷
土
資
料
を

　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
③

　

当
館
で
は
、
町
内
の
歴
史
・
文

化
、
で
き
ご
と
な
ど
に
関
す
る
本

や
資
料
を
「
郷
土
資
料
」
と
し
て

集
め
て
い
ま
す
。

　

定
期
刊
行
物
で
は
、「
広
報
さ

よ
う
」
や
「
さ
よ
う
議
会
だ
よ

り
」、
西
は
り
ま
天
文
台
「
宇
宙

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」、
各
地
域
づ
く
り
協
議

■
１
月
の
お
は
な
し

　
「
ネ
ギ
を
う
え
た
人
」

■
申
し
込
み　

不
要

お
り
が
み
教
室

■
日
時　

１
月
24
日(

土)

　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

■
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

■
１
月
の
お
り
が
み

　
「
ご
ま
ふ
ア
ザ
ラ
シ
の
赤
ち
ゃ
ん
」

■
申
し
込
み　

不
要
。
お
り
が
み

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

  

１
月
の
巡
回
日
は
８
日(

木
）
で
す

親
子
の
き
ず
な

      １月  January   睦月        ２月    February    如月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　     　　   １ ２ ３  １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
　４ ５ ６ ７ ８ ９ 10  ８ ９ 10 11 12 13 14
  11 12 13 14 15 16 17  15 16 17 18 19 20 21
  18 19 20 21 22 23 24　22 23 24 25 26 27 28
  25 26 27 28 29 30 31

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前１０時～午後６時

10 月に行われた上津中
学校との交流会
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●大人向けの本
　松居直のすすめる 50 の絵本　－大人のための絵本入門
　　　　　　　　　　   　　　松居　直／著　教文館
　寂聴あおぞら説法４　       瀬戸内寂聴／著　光文社
　魅惑のモロッコ　－美食と雑貨と美肌の王国
　   たかせ藍沙／写真・文　ダイヤモンド・ビッグ社
　強欲資本主義ウォール街の自爆
　　　　　　　　　　　   　神谷秀樹／著　文芸春秋
　インターネットで確定申告　平成 21 年３月締切用
　－はじめてチャレンジ！
　　　　   　田中卓也／著　シーアンドアール研究所
　長寿遺伝子を鍛える　－カロリーリストリクションのすすめ
　　　　　　　　　　　　　   坪田一男／著　新潮社
　禁煙バトルロワイヤル       　太田　光／著　集英社
　漆喰復活　－天然建材 5000 年の底力
                                                     　船瀬俊介／著　彩流社
　石原結実の元気になるしょうがレシピ
　　　　　　　　　　　   石原結実／著　日本文芸社
　すこやかママのマタニティ・ヨーガ　－お産力アップ !!
　                                   きくちさかえ／著　成美堂出版

　農業の基本価値　                  大内　力／著　創森社
　まっ白　－ジミー大西画集
　                                               ジミー大西／著　集英社
　新編滝口雅子詩集
                           　滝口雅子／著　土曜美術社出版販売
■彼岸花　                               宇江佐真理／著　光文社
★伴天連の呪い －道連れ彦輔２
                                                　逢坂　剛／著　文芸春秋
▲宇宙を孕む風　                       片山恭一／著　光文社
■ファミリーポートレイト  　桜庭一樹／著　講談社
▲みのたけの春　                       志水辰夫／著　集英社
★銀のみち一条　上・下巻
                                                　玉岡かおる／著　新潮社
▲武士の尾　                                森村誠一／著　幻冬舎
■造花の蜜　           連城三紀彦／著　角川春樹事務所
　レンアイ相談               　小手鞠るい／著　筑摩書房
　謝罪の時代　－昼寝するお化け第８集
                                                    　曽野綾子／著　小学館
　心の旅人たち
                    　ポール・マクダーモット／著　ポプラ社
　ひとり日和　上・下 ( 大きな文字の本 )
　　　　　　　　　　　　   　青山七恵／著　大活字

●子ども向けの本
　日系人の歴史を知ろう　  高橋幸春／著　岩波書店
　ハリセンボンがふくらんだ
　　　　　　　　　　  　鈴木克美／作　あかね書房
　はなたれこぞうさま  　長谷川摂子／文　岩波書店
　ワニのライルとたんじょうパーティー
              バーナード・ウェーバー／さく　大日本図書

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
2008.11.14 ～ 2008.12.9 受け入れ分の一部

Library  Information

　

今
月
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
訪
問
を
受
け
て

　
　
　
　

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

＊
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を

訪
問
し
て
、
買
い
物
・
そ
う
じ

な
ど
家
事
援
助
や
入
浴
・
排
泄

な
ど
に
対
す
る
援
助
を
行
い
ま

す
。

【
町
内
事
業
所
】

　

Ｊ
Ａ
兵
庫
西
佐
用
介
護
セ
ン

タ
ー
、
社
協
き
ら
め
き
ケ
ア
セ

ン
タ
ー

＊
訪
問
看
護

　

医
療
的
な
処
置
が
必
要
な
か

た
に
つ
い
て
、
主
治
医
の
指
示

の
も
と
に
看
護
師
が
訪
問
し
て

療
養
上
の
世
話
や
指
導
・
相
談

に
応
じ
ま
す
。

【
町
内
事
業
所
】

　

岡
本
医
院
、
共
立
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
佐
用
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

＊
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

在
宅
で
の
生
活
行
為
向
上
の

た
め
に
、
主
治
医
の
指
示
の
も

と
理
学
療
法
士
な
ど
が
自
宅
へ

訪
問
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま

す
。

【
町
内
事
業
所
】

　

岡
本
医
院
、
佐
用
共
立
病
院
、

佐
用
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

＊
訪
問
入
浴
介
護

　

寝
た
き
り
な
ど
に
よ
り
自
宅

で
入
浴
が
で
き
な
い
か
た
に
、

浴
槽
を
家
へ
持
ち
込
ん
で
入
浴

介
護
を
し
ま
す
。

【
町
内
事
業
所
】

社
協
き
ら
め
き
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

＊
居
宅
療
養
管
理
指
導

　

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
が
訪
問
し
療

養
上
の
管
理
・
指
導
を
し
ま
す
。

※
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
介
護
度
に

応
じ
て
、
利
用
方
法
・
回
数
・

金
額
な
ど
細
か
く
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
こ
と

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
③

介
護
保
険
制
度
を
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　新しい年のはじまりですね。みなさん、家族の健康
や、子どもたちの健やかな成長を願われたことでしょ
う。健康で過ごすためには、生活のリズムを整え、３
食しっかり食べることが大事です。
■早寝・早起きしよう
　【睡眠は脳や体をつくる】
　　睡眠中は、脳で記憶を整理したり、体を点検・回
　復させたりする働きがあります。メラトニン（眠り
　を誘う沈静作用や抗酸化作用がある）や成長ホルモ
　ンに欠かせない物質も主に睡眠中に分泌されます。
　しっかり睡眠をとらないと脳も体も成長しません。
　【“ 朝の光 ” が生体リズムをととのえる】
　　早起きして “ 朝の光 ” を浴びることで、25 時間が
　１周期となっている私たちの体内時計は調整されま
　す。その他に “ 朝の光 ” は、こころの穏やかさを保
　つ神経伝達物質の働きを高めたり、ホルモン分泌へ
　のよい影響を与えたりします。
　　注）神経伝達物質・・神経細胞と神経細胞との間
　　で刺激を伝えるために必要な物質
■朝ごはんを食べよう
　【朝ごはんはなぜ大事？】　
　①１日の活力源になる
　　寝ている間に低下した体温を上げ、体を目覚めさ
　せる働きがあります。また、脳にエネルギーが補給

　され、やる気や集中力がでます。　　
　②便秘を予防する
　　食べ物が胃のなかに入ると、その刺激で大腸が活
　発に働き、便通がよくなります。
　③肥満を予防する
　　昼食までの空腹感をなくし、食べすぎを防ぎます。
　【どんな朝ごはんがいい？】
　①主食をしっかり食べましょう
　　ごはんやパンに含まれる炭水化物は、体内で分解
　されてブドウ糖になり、唯一脳のエネルギーになり
　ます。
　②たんぱく質は欠かさずに
　　肉や魚・卵など筋肉や血の源となるたんぱく質を
　とりましょう。
　③野菜や果物を毎朝一品
　　体の調子をととのえるビタミン類が多い野菜や果
　物をとりましょう。
　④汁物や飲み物をプラスしましょう
　　①②③で不足している栄養を補ったり、のどごし
　をよくして食事を食べやすくします。

　今年も健康に過ごすために・・家族で「早寝・早起き・
朝ごはん」を心がけましょう。

　　　　　　　　「早寝・早起き・朝ごはん」

家族介護用品支給事業

　在宅で介護を必要とする高齢者のみなさん、また介護しているみなさ
ん、紙おむつなどの介護用品の負担が多くてお困りではありませんか。
町では、そのようなかたのために、介護用品が２分の１の負担で購入で
きる「家族介護用品支給事業」を行っています。
　対象者は住民税非課税世帯で、要介護１から要介護５までに認定され
た在宅の高齢者、およびそのかたを介護している世帯です。
　対象の介護用品は、①紙おむつ②尿とりパッド③使い捨て手袋④清し
き剤などです。
　介護用品は、もよりの町社会福祉協議会支所を通じて購入していただ
きます。１か月につき３千円以上１万円以下の介護用品について２分の
１の自己負担で購入できます。

　　　　　　　　              生活リズムを整えよう

　　■お問い合わせ　健康課　☎８７ー８０２０

「男性の料理教室」参加者募集
 男性も台所に立つ時代。いずみ会といっしょに食事を作って、「食」につ
いて考えてみませんか。
■日　時　１月 28 日（水）　午前 10 時～
■場　所　佐用町保健センター
■参加費　１人　５００円
■対　象　町内在住の男性　（先着２０人）
■申込締切　１月 23 日（金）まで
■申し込み・問い合わせ　
　町いずみ会事務局（健康課）　☎８７－８０２０

１月８日(木)
  
  ■午前 10 時～正午
  ■午後１時 30 分～午後３時
　　いずれも佐用高校

　　　 ２月５日(木)
  
  ■午前 9 時 30 分～
                          午前 10 時 30 分
  　消防署
  ■正午～午後１時
　  播磨グローリー
  ■午後２時～午後３時 30 分
　  佐用中央病院

  ■お問い合わせ　
　 　健康課　　☎８７－８０２０

★献血のお願い★紙おむつなどが半額で購入できます
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　あなたが今年達成したい夢は何ですか？
　「庭の草引きができるようになりたい」。83 歳にな
るある高齢者の夢です。これができるようになるため、
歩行練習に力が入ります。だれでも夢や目標があると
前に進むことができます。この気持ちは大切にしたい
ですね。みなさんのご家庭でも、お正月、こたつを囲
んで家族全員で今年の夢を語り合うのはいかがでしょ
うか。他人と比べる必要はありません。
　ちなみに、「自分で健康」と感じる人は長生きして
いると統計的に証明されているそうです。気持ちの問
題でしょうか？
　ところで、年をとると皮膚のシワが増えて深くなっ
ていくように、私たちの脳も年をとるにつれて少しず
つ萎

いしゅく

縮し、シワが大きくなっていきます。特に記憶や
感情をつかさどる部位の前頭葉や側頭葉は、頭頂葉の
前方や後頭葉に比べて、老化に伴う萎縮が目立ってい
く傾向にあります。脳が萎縮する原因の一つとして、
脳神経細胞数の減少があります。
　脳全体には 140 億個もの神経細胞があるといわれ

ますが、30 歳を過ぎるころから毎日、約 10 万個もの
神経細胞が死んでいくとも言われています。でもすべ
てがなくなるのには 400 年かかるといわれますので
心配は無用です。
　特に脳は代償能力が強いので、神経細胞が死んで
も、残った神経細胞が新たな回路を作ることができる
ので、脳の機能は失われにくいのです。さらに最近、
アメリカの研究者によると、脳の一部には、神経細胞
を新しく作り出す能力のある細胞が存在することがわ
かってきました。
　そして、脳に栄養を行き渡らせるためには、縦横無
尽に張り巡ぐらされた血管のなかを、血液がスムーズ
に流れ続けることがとても重要です。血管の老化をで
きるだけ遅らせるためには、老化の促進因子となる高
血圧、糖尿病、高脂血症の予防、管理が大切になります。
　今年は老化予防の第一歩としての生活習慣病、メタ
ボリック症候群に『まった』をかける一年にしたいも
のですね。

  健康で『健幸』にスタート

Health  Information

★すくすく健康相談（平成 20 年７月生まれ）

　　１月９日（金）13：30 ～

★ヨチヨチ健康相談（平成 20 年１月生まれ）

　　１月 16 日（金）13：30 ～

★３歳児健診 （平成 17 年 11 月～ 12 月生まれ）

　　１月 21 日（水）13：30 ～

★４か月児健診（平成 20 年９月生まれ）

　　１月 26 日（月）13：30 ～

★０歳児クラス（２か月～１歳未満）

　　 ２月   ２日（月）２か月～６か月児　10：00 ～ 11：30

　　　　　　 　     　7 か月～１歳未満児　10：30 ～ 12：00

★ぱくぱく離乳食教室
　( すくすく健康相談後～１歳５か月未満）

　　  ２月   ６日（金）10：00 ～

※いずれも場所は上月保健福祉センター

赤ちゃんとママの行事

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続
してください。

兵庫県佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（１月 10 日～２月９日分）

■犬の引き取り
　 １月 14 日（水）10：00 ～ 10：30
■アルコール相談（要予約）
　 １月 15 日（木）13：30 ～ 15：30
■精神保健福祉ボランティア養成講座（要予約）
　 １月 19 日（月）13：30 ～ 15：30
■専門的栄養相談（要予約）
　 １月 20 日（火）10：00 ～ 11：30
■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　 １月 22 日（木）13：30 ～ 15：30
■精神保健福祉ボランティア養成講座（要予約）
　 １月 30 日（金）13：30 ～ 15：30

    ※いずれも、場所は佐用健康福祉事務所

　■お問い合わせ　
　兵庫県佐用健康福祉事務所
　　　　　　　　　　　☎８２－２６２１

～脳の健康を守ろう～
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明るく楽しい話題がありましたらまちづくり課までご連絡ください。
■まちづくり課　☎８２－０６６４

まちのわだい

FLASH  NEWS

　上町集落の福祉会が、このほど、老人クラブ
「銀

いちょう

杏会」のみなさんと、西はりま天文台で天文
観望会を開催し、約 30 人が参加しました。
　この行事は、身近にある施設をより良く知ろう
と、福祉会が行っているふれあいサロン事業の一
環として行われたものです。
　まずは「地球外生物は存在するのか」などの講
話を聴いたあと、天文観測を行い、木星や金星を
見ました。また観望会のあとは、手作りの温かい
おにぎりとお茶をいただき、交流を楽しみました。
　参加者のみなさんは「寒いなかでしたが、楽し
い一日でした。次回も企画してほしい」と話して
いました。

身近な施設をもっと知ろう　－上町集落福祉会が天文観望会を実施  －

　毎年、瑠璃寺（船越）の入り口に設置される「大絵馬」
の除幕式が、11 月 26 日に行われました。
　「大絵馬」の設置は今回で 18 回目。除幕式には、三
河保育園児と絵を描いた香寺高校美術工芸部員のみなさ
んで行われ、かわいらしい牛の親子が、仲良く張り子の
上で微笑んでいる「大絵馬」が披露されました。
　また、この「大絵馬」には、瑠璃寺の大江秀謙住職に
よって呑

ど ん ぎ ゅ う の き

牛之気（牛を丸呑みにするほど意気盛んなこと）
と、度

たくとくりょうりき

徳量力（自分の徳をはかり、信望や力量を確かめ、
事にあたること）の言葉も書かれていました。大江さん
は「みんなが身の程を知ってがんばれば、世の中はもっ
とよくなる。意気盛んにがんばりましょう」と話してい
ました。

かわいらしい「牛」が登場　－ 瑠璃寺恒例のジャンボ絵馬 －

かわいらしい絵馬の前で記念撮影

天文観測を楽しむみなさん。「きれいに見えるなあ」

　11 月 30 日、船越地内の昆虫館手前の仁王門
右手の広場で、「ＮＰＯ法人こどもとむしの会」
主催の「がんばれ昆虫館イベント」が行われ、
多数の参加がありました。
　この催しは、４月に新たに開館する昆虫館の
温室内の植物などを販売し、それを今後の活動
資金にしようと、三河地域づくり協議会や自治
会の協力のもと行われたものです。
　会場では植物のほかに、ＮＰＯ法人のみなさ
んのフリーマーケットや、ひまわり館などによ
る地元特産物が販売されました。
　そのほか、三

さんしん

線演奏も行われ、来場したみな
さんは演奏を聞きながら、買い物を楽しんでい
ました。

昆虫館を盛り上げよう　－昆虫館周辺で「がんばれ昆虫館イベント」  －

工作を通じ昆虫について学ぶ子どもたち
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まちのわだい

FLASH  NEWS

収穫を祝い交流深める　－福沢集落でふれあい収穫祭－

　福沢ふれあい広場で、このほど、第８回ふれあい収穫祭が開
催されました。当日は小春日和の好天気に恵まれ、地元産の野
菜やしし肉をふんだんに使ったしし汁やご飯、焼き芋などがふ
るまわれ、約 80 人が交流を楽しみました。
　また、72 点の出品による野菜の品評会も行われました。出
品野菜はその場で販売され、同時に行われた福祉バザーの収益
金などといっしょに社会福祉協議会に寄附されました。
　なお、品評会の結果は次のとおりです。（敬称略）

【金賞】花谷マス子（大根）　
【銀賞】岡田德雄　（自然薯）･ 福田秀明（チンゲン菜）
【銅賞】小松　守（里芋）･ 金高　登（白菜）・小林隆男（水菜）食事をしながら、会話もはずみます

　12 月７日から、国道１７９号線と県道上郡三日月線の
交差点にある「市ノ上モニュメント公園」が、イルミネー
ションで彩られました。
　この事業は「地域に小さな名所を」と、三日月地域づく
り協議会が主体となって毎年実施されています。なお、こ
のイルミネーションは、１月中ごろまで点灯される予定で
す。同協議会のみなさんは「短い間ですが、地域の人たち
の目を楽しませることができて、うれしい。これが地域の
活性化につながれば」と話していました。

地域をあげて小さな名所づくり　－三日月地域の国道沿いにイルミネーション  －

イルミネーションで彩られた公園

美しくライトアップされた会場

美しい音色と紅葉を楽しむ　－「もみじの夕べ」  －

　家内地内の清林寺で、このほど、「もみじ
の夕べ」が開催されました。このイベントは
美しく紅葉したもみじを、多くの人に見てい
ただこうと企画されたもので、当日はとても
寒い日でしたが、多くのかたが訪れました。
　来場者のみなさんは、境内に設置された
３００個のろうそくと、かがり火が作り出す
幻想的な雰囲気のなかで、アコースティック
ギターとのこぎりの演奏、クラリネット演奏
を楽しんでいました。

楽しいクリスマスを　－朝霧園でクリスマス会－

施設職員によるソーラン節

　12 月４日、朝霧園で、恒例のクリスマス会が行われま
した。
　施設利用者のみなさんは、施設職員による余興を見たり、
施設利用者のハンドベルの演奏やカラオケを聞いたりと、
楽しいひとときを過ごしました。
　施設利用者で、今年 10 月で百歳を迎えた宮下伊作さん
は「余興など、とても楽しい一日でした。また手作りのご
ちそうも、とてもおいしくいただきました」と話していま
した。
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12 月 10 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
11 月 21 日から 12 月 10 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

１月上旬～２月上旬

人のうごき
11 月 21 日から 12 月 10 日届出分　敬称略　人　口　２０，７５１人（－２９）

　　　　　男 　９，８９４人   （－２０）
　　　　　女 １０，８５７人   （－　９）

　世帯数　　７，３０５戸（　　１）

　12 月中の移動
      出生　１３人　死亡 　３４人
      転入　１２人　転出 　２０人

■ちょうみんカレンダー

教訓を踏まえ、全国に先駆けて住宅
再建共済制度を平成 17 年 9 月から
スタートしました。
　この「フェニックス共済」（兵庫
県住宅再建共済制度）は、住宅を所
有しているかたに加入いただき、平
常時から資金を寄せ合うことで、災
害発生時に被害を受けた住宅の再
建・補修を支援する制度です。
　年５，０００円の負担で被災時の
住宅再建に最高６００万円の支援が
あります。住宅の規模・老朽度に関
係なく、定額の負担で定額の給付が
受けられます。
　困ったときはお互いさま、そして
いざというときのわが家の安全・安
心のためにも、ぜひご加入ください。
　加入については県内の郵便局（簡
易郵便局を除く）窓口でも受付して
います。また、ホームページ（https://
www.jutakusaiken.jp/yakkan.html）
でも申し込みができます。
■お問い合わせ
　西播磨県民局企画調整部防災課
　☎０７９１－５８－２１１２

　佐用郡美術協会書道部の会員展で
す。数々の力作をご覧ください。
■期間　1 月 10 日（土）～ 11 日 ( 日）
　午前９時～午後５時（最終日は午
　後４時まで）
■場所　さよう文化情報センター 
　ギャラリー
■主催　佐用郡美術協会　　　　
■お問い合わせ
　生涯学習課　 ☎８２－３３３６

　11 月 15 日から狩猟がはじまって
います。猟期期間は本年２月 15 日
までです（ニホンジカについては、
兵庫県全域で本年２月末日まで延長
されています）。
　狩猟されるかたは、ルールを守り
事故や違反の防止に努めてくださ
い。
　入山されるかたは、よく目立つ服
装やラジオで大きな音を出すなど、
誤射されないよう十分に注意しま
しょう。土曜、日曜および祝日は、
狩猟者が集中するので特に注意して
ください。
■お問い合わせ
　農林振興課　☎８２－０６６７

第８回
あさぎり書道展

月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間

1/8 木
  高年大学南光教室  南光文化センター  10：30 ～
  献血  本誌 18㌻をご覧ください。

11 日   新春おりひめ寄席  本誌 23㌻をご覧ください。
14 水   福祉相談  三日月福祉拠点施設  13：30 ～ 16：00
15 木   高年大学佐用教室  さよう文化情報センター  10：00 ～
19 月   ＥＭぼかし講習会  佐用町保健センター  10：00 ～
20 火   高年大学三日月教室  三日月文化センター  10：00 ～

21 水

  高年大学上月教室  上月文化会館  10：00 ～

  行政相談

 役場本庁２階相談室

 13：00 ～ 15：00
 上月支所１階会議室
 南光文化センター会議室
 三日月文化センター

26 月   弁護士相談 
 （社会福祉協議会に予約必要）  久崎老人福祉センター  13：00 ～ 15：30

28 水   男性の料理教室  本誌 18㌻をご覧ください。
2/4 水   福祉相談  佐用町地域福祉センター  13：30 ～ 16：00

5 木   献血  本誌 18㌻をご覧ください。

10 火   農業委員会委員選挙
  立候補者予備審査  本誌 10㌻をご覧ください

狩猟期間中の
事故を防止しましょう
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2009/ １月号

 
　平成 21 年度の建設工事、測量・
建設コンサルタントなどの業務の入
札参加資格審査申請書の追加登録申
請と業種選択届の変更を、次の要領
で受け付けます。

■受付期間
　２月２日（月）～２月 23 日（月）
■有効期間
　平成 21 年度の１か年

【追加登録申請】
■提出書類
(1) 建設工事に係る資格審査の申請
　書と添付書類
　①一般競争 ( 指名競争 ) 参加資格
　　審査申請書
　②経営事項審査結果通知書の写し
　③業態調書
　④営業所一覧
　⑤建設業の許可書の写し
　⑥工事経歴書
　⑦監理・主任技術者名簿
　⑧登記簿謄本（法人の場合のみ）
　⑨納税証明書（消費税及び地方消
　　費税・町民税・固定資産税）
　⑪入札参加資格業種選択届
(2) 測量など
　①一般競争（指名競争）参加資格
　　審査申請書
　②登録証明書の写し
　③業態調書
　④営業所一覧
　⑤技術者経歴書
　⑥測量など実績調書
　⑦登記簿謄本
　⑧財務諸表類
　⑨納税証明書（消費税及び地方消
　　費税・町民税・固定資産税）
■提出部数　各１部
■提出方法　
　Ａ４ファイルに綴じて持参

【業種変更届】
　平成 20 年度選択の業種を平成 21
年度では他の業種に変更する場合の
み届出が必要です。
■提出書類
　①入札参加資格業種選択届（変更）
　②工事経歴書（変更しようとする
　　業種分）
　※追加申請、業種変更は町内業者
　に限る。
■提出先・お問い合わせ
　財政課　☎８２－０８２０

　兵庫県では、自然での体験と共同
生活を通じ、「元気・やる気・自信・
笑顔」づくりを支援する「山の学校」
を開設しています。現在、平成 21
年度入学生の募集を行っています。
■対象者　自分の生きかたを見つけ
　たいと考えている義務教育修了以
　上の 15 歳から 20 歳（平成 21 年

　４月１日現在）までの県内在住の
　男子
■募集定員　20 人
■授業料　無料
■諸経費　月５万円と入学時に９万円
■願書受付　２月６日（金）～２月
　20 日（金）。郵送可。持参の場合
　は、土日、祝日を除く午前９時～
　午後５時まで。
■提出書類（ホームページからダウンロード可）
　本人が記入した入学願書、３か月
以内に実施した健康診断書
　くわしくは下記まで。
■お問い合わせ
　県立山の学校
　☎（０７９０）６２－８０８８

　桂小米朝を改め、五代目桂米團治
襲名記念の米朝一門の落語会です。
桂米團治、桂ざこばや若手２名の落
語に、人間国宝で、師匠であり、父
でもある桂米朝に、桂南光も出演し
ます。
■日時　１月 11 日（日）
　午後２時開演
■場所　おりひめ文化ホール
■入場料　3,000 円（当日 500 円増）
　※未就学児童の入場はご遠慮ください。
　くわしくは、広報 12 月号 23㌻を
ご覧ください。
■お問い合わせ
　生涯学習課　 ☎８２－３３３６

　昨年 11 月～ 12 月の期間、各地
区の推進委員（農会長）のみなさん
のご協力により、町内一斉に加入推
進を行いました「ＮＯＳＡＩの建物
共済」に多数のお申し込みをいただ
き、ありがとうございました。ご加
入の証券は、推進委員のみなさんを
通じて 3 月下旬にお届けします。こ
の期間に限らず加入出来ますので、
下記までご連絡ください。
■お問い合わせ
　農業共済課　☎７９－２９８３

　兵庫県では、阪神・淡路大震災の

お知らせ２月２日（月）です
口座振替日は２月２日（月）です

納税は納期限までに！

町県民税第４期分
国民健康保険税第７期分の

　―  今月の納税相談日   １月 26 日（月）―
 受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時
 受付場所　役場本庁舎　税務課
 　災害・盗難・疾病・失業や廃業などによっ
て納期限までに町税が納められない場合
は、納税相談に応じます。

■お問い合わせ

　　税務課　☎８２－０６６２

Information

今月の税金

納期限は

介護保険料（普通徴収）第 7 期分の
　　納期限は   2 月 2 日（月）です
　■お問い合わせ

　　　　健康課　☎８７－８０２０

県立山の学校
入学生募集

後期高齢者医療制度（普通徴収）第７期分の
　　納期限は   ２月２日（月）です
　■お問い合わせ

　　　　福祉課　☎８２－０６６１

募　集
入札参加資格

追加申請

ＮＯＳＡＩの建物共済
証券のお届けは 3 月下旬

フェニックス共済に
加入しましょう

新春おりひめ寄席
を開催します



国際宇宙ステーション、10 周年おめでとう 

　 国 際 宇 宙 ス テ ー
ション（ＩＳＳ）は、
2008 年 11 月 20 日
で、 打 ち 上 げ か ら
10 周年を迎えまし
た。 
　 Ｉ Ｓ Ｓ は、 日 米
欧など世界 15 ヶ国
が共同で、地上 400
㌔ 上 空 の 宇 宙 空 間
に 建 設 し て い る 有
人施設です。
　1998 年 11 月に最初のパーツが打ち上げられてから、
167 人の宇宙飛行士が訪れるなど、現在は、全長約 89㍍、 
総質量 300㌧にまで発展しました。これまでに人類が作
り上げた最大の宇宙船となっています。 
　今後、日本からは、2009 年に２人、2010 年に１人の
宇宙飛行士が滞在する予定になっています。2010 年の
完成をめざすＩＳＳの今後の活動も合わせて、活躍が期
待されます。 
　　　　　　   西はりま天文台公園嘱託研究員　飯塚 亮 
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Ⓗ

   わが家のアイドル

国際宇宙ステーションは、地球を１周するのにどの
くらいの時間がかかるでしょう？ 

（１）90 分　（２）10 時間　（３）24 時間
（４）３日

  先月のクイズの解答：（２）イオ 

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、答えを
記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかから抽選で３人
のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもって当選者のかたに
お知らせします。
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10 月９日、西はりま天文台上
空を通過したとき、25㌢望遠鏡
で拡大撮影した国際宇宙ステー
ション

■
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■ 編集・発行 / 佐用町広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  　☎ 0790-82-2521( 代 )
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 好奇心旺盛なのに、怖がり屋の希沙。歌と踊りが
好きで毎日楽しませてくれてありがとう。これから
も、その笑顔でみんなを幸せにしてね
　　　　　　　　　　　　父ちゃん・母ちゃんより 　国定公園の豊かな自然に囲まれ、指定をされているだけ

でも 16件もの文化財を有し、文化財の宝庫といえる船越
山瑠璃寺は高野山真言宗の別格本山で、中世から近世にか
けては南光坊として修

しゅげんどう

験道の拠点ともなっています。
　この瑠璃寺には不動明王に関する国指定重要文化財が２
点あります。１点は絹

けんぽんちゃくしょくふどうみょうおうにじどうぞう

本著色不動明王二童子像（大正５年
国指定）で矜

こ ん が ら

羯羅と制
せ い た か

托迦の２童子を両脇に配した三尊形
式で現され、制作は鎌倉時代初期と考えられています。も
う１点は木

もくぞうふどうみょうおうざぞう

造不動明王坐像（昭和 63年国指定・写真）で、
およそ千年前の平安時代中期に作られた等身大の坐像です。
　不動明王は、大

だいにちにょらい

日如来の化身ともされ、右手に剣、左手
に羂
けんさく

索を持ち、憤怒の形相をしており、火を観
かんそう

想して動ぜ
ず、悪を退散させ、一切の人々を救うとされてます。そして、
不動明王は護摩供養の本尊とされています。「護摩」とは、
密教や修験道において、本尊を招き、その知恵のはたらき
にみたてた火中に、護摩木や供物を投じて供養する修法で、
息災や増益などの護摩法があります。瑠璃寺では、普段は
護摩堂において行っていますが、２月の第１日曜日には本
堂東側において採

さいとう

燈大護摩鬼追いが行われます。
　鬼追いは、寺院の年頭行事である修

しゅしょうえ

正会に際して行われ、
赤鬼、青鬼、天狗などが登場し、悪疫をはらい、天下泰平、
五穀豊穣の願いが込められています。
　長い歴史の中に、これらの文化財や伝統行事が伝えられ
ており、現代に続く人々の信仰と文化が感じられます。

口


